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 Field Reports　平井松午　淡路の分間絵図と地域研究―「鳴門の渦潮」プロジェクトに寄せて

一　
「
鳴
門
の
渦
潮
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加 

―
分
間
絵
図
の
調
査

　

令
和
五
・
六
年
度
（
二
〇
二
三
・
二
四
年
度
）
の
二
ヶ
年
度
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
た
「
鳴
門
の
渦
潮
」
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成

二
七
年
度
（
二
〇
一
五
年
度
）
に
設
置
さ
れ
た
「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界

遺
産
登
録
学
術
調
査
検
討
委
員
会
の
下
に
実
施
さ
れ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
行
委
員
会
会
長
で
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
長（
当
時
）で
あ
っ

た
藪
田
貫
先
生
の
お
誘
い
を
受
け
て
、
筆
者
も
こ
の
「
鳴
門
の
渦
潮
」

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。

　

藪
田
先
生
か
ら
の
ご
依
頼
は
、
淡
路
三
市
に
残
る
分ぶ

ん
け
ん間
絵
図
に
関
す

る
調
査
協
力
で
あ
っ
た
。
淡
路
国
分
間
絵
図
の
概
要
に
つ
い
て
は
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
『「
鳴
門
の
渦
潮
」
と
淡
路
島
の
文
化
的
景
観
』

の
解
題
（
一
二
九
～
一
三
三
頁
）
に
ま
と
め
て
お
い
た
が
、
調
査
は
お

淡
路
の
分
間
絵
図
と
地
域
研
究
―
「
鳴
門
の
渦
潮
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
せ
て平

井　
松
午

Field  　
Reports

1

も
に
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
当
時
）
の
坂
江
渉
先
生
ら
と
一
緒
に
実
施
し
た
。
筆
者
は
沼ぬ

し
ま島

を
除
き
一
〇
回
の
調
査
（
現
地
見
学
を
含
む
）
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
調
査
の
段
取
り
に
つ
い
て
は
藪
田
先
生
や
坂
江
先
生
が
事
前
に

三
市
（
淡
路
市
・
洲
本
市
・
南
あ
わ
じ
市
）
の
関
係
者
と
詰
め
て
い
た

だ
い
て
い
て
、
当
方
は
分
間
絵
図
の
閲
覧
・
写
真
撮
影
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
筆
者
は
平
成
二
八
年
九
月
に
「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界
遺
産
登

録
学
術
調
査
検
討
委
員
会
の
専
門
委
員
に
追
加
招
集
さ
れ
、
翌
二
九
年

三
月
に
刊
行
さ
れ
た
同
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
『「
鳴
門
の
渦
潮
」
世

界
遺
産
登
録
学
術
調
査
報
告
書
～
文
化
編
～
』
に
「
古
地
図
・
絵
図
に

み
る
「
鳴
門
の
渦
潮
」」
と
題
し
て
、
近
世
期
の
古
地
図
・
絵
図
類
に

描
か
れ
た
鳴
門
海
峡
に
つ
い
て
通
観
す
る
と
と
も
に
、
渦
巻
き
状
に
描

か
れ
た
渦
潮
が
日
本
図
や
名
所
絵
図
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
ア
イ
テ

ム
（
地
図
記
号
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
説
し
た
。
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今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
『「
鳴
門
の
渦
潮
」
と
淡
路
島
の
文

化
的
景
観
』
で
も
、
分
間
絵
図
解
題
と
は
別
に
、
伊
能
忠た

だ
た
か敬

ら
が
文
化

五
年
（
一
八
〇
八
）
に
実
施
し
た
四
国
淡
路
測
量
（
第
六
次
測
量
）
時

に
作
製
さ
れ
た
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
の
下
図
や
麁あ

ら

絵
図
を
も
と
に
、

鳴
門
海
峡
お
よ
び
播
磨
灘
沿
岸
に
お
け
る
測
量
成
果
の
一
端
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
伊
能
忠
敬
ら
の
第
六
次
測
量
事
業
で
は
、

徳
島
藩
の
み
な
ら
ず
宇
和
島
藩
や
大
洲
藩
、
高
松
藩
に
お
い
て
は
地
元

の
測
量
家
も
伊
能
測
量
に
参
加
し
て
い
て
、
四
国
で
は
そ
の
後
、
全
国

的
に
み
て
も
先
進
的
か
つ
精
度
の
高
い
測
量
絵
図
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。

伊
能
測
量
は
、
測
量
技
術
・
科
学
技
術
の
普
及
と
い
う
側
面
で
も
各
地

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

二　
阿
波
・
淡
路
に
お
け
る
分
間
絵
図
の
概
要

　

徳
島
藩
に
よ
る
分
間
絵
図
の
作
製
は
、
阿
波
国
分
に
つ
い
て
は
お
も

に
文
化
三
年
～
文
政
一
〇
年
（
一
八
〇
七
～
二
七
）
頃
で
、
引
き
続
き

淡
路
国
分
は
文
政
一
〇
年
～
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
頃
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
徳
島
藩
の
測
量
事
業
に
つ
い
て
は
関
係
文
書
を
欠
く
た
め

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、分
間
絵
図
（
村
図
）
を
編
集
し
た
郡
図
・

国
図
で
は
隣
村
境
界
が
明
確
に
図
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
間
絵

図
の
作
製
目
的
は
村
界
（
村
境
）
の
確
定
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
測
量

や
地
図
作
製
に
あ
た
っ
た
の
は
、「
御
絵
図
方
奉
行
」
の
岡
崎
三
蔵
や

倅
の
夫ぶ

左
衛
門
、
下
役
を
努
め
た
山
瀬
佐す

け
ぞ
う蔵

・
森
清
介
ら
と
み
ら
れ
る

（
平
井
二
〇
一
四
ａ
）。

　

岡
崎
三
蔵
ら
の
事
蹟
や
測
量
法
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
立
図
書
館
所

蔵
の
稿
本
『
阿
淡
両
国
絵
図
面
』『
図
解　

南
阿
量
地
法
国
図
付
録
』

な
ど
や
、日
本
学
士
院
に
ほ
ぼ
同
内
容
の
写
し
で
あ
る
「
岡
崎
家
文
書
」

五
冊
が
残
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
『
徳
島
県
史　

第

四
巻
』（
一
九
六
五
：
三
六
三
～
三
六
七
頁
）
で
岡
崎
三
蔵
や
分
間
絵

図
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
稿
本
は
明
治
期
以

降
の
編
纂
物
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
留
意
す
べ
き
点
は
多
い
。

　

分
間
絵
図
（
村
図
）
は
、
江
戸
時
代
の
行
政
末
端
単
位
で
あ
る
藩
政

村
（
藩
制
村
）
ご
と
に
絵
図
面
二
寸
一
町
、
す
な
わ
ち
縮
尺
一
八
〇
〇

分
の
一
の
大
き
さ
で
作
製
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
藩
政
村
規
模
が
小

さ
い
場
合
に
は
複
数
の
村
が
ま
と
め
て
作
製
さ
れ
、
規
模
が
大
き
い
場

合
に
は
分
割
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
阿
波
国
津つ

な名
郡
千
草
村
（
現
・
洲

本
市
）
は
お
そ
ら
く
淡
路
国
内
で
最
も
村
域
面
積
が
広
く
、
分
間
絵

図
（
正
図
）
は
里
分
・
山
分
の
二
枚
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
山

分
絵
図
の
法
量
は
東
西
二
四
二
㌢
×
南
北
三
三
一
㌢
と
畳
五
枚
分
に

も
相
当
す
る
（
淡
路
国
の
分
間
絵
図
一
覧
は
報
告
書
『「
鳴
門
の
渦
潮
」

と
淡
路
島
の
文
化
的
景
観
』
一
三
四
～
一
三
七
頁
を
参
照
の
こ
と
）。

　

分
間
絵
図
（
村
図
）
に
は
、
凡
例
に
あ
る
道
・
堤
・
田
畠
の
み
な
ら

ず
、
家
屋
・
神
社
・
小
祠
・
寺
院
・
庵
・
川
筋
な
ど
が
詳
細
に
描
画
さ

れ
、
そ
の
位
置
・
形
状
も
極
め
て
正
確
で
あ
る
。
さ
ら
に
凡
例
奥
書
に
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と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
縮
尺
図
が
作
製
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
五
年

（
一
九
六
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
上
回
る
縮
尺
一
八
〇
〇
分
の

一
の
大
縮
尺
図
が
、
今
か
ら
二
〇
〇
年
も
前
に
徳
島
藩
で
作
製
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。

　

岡
崎
三
蔵
ら
は
、
作
製
し
た
分
間
絵
図
（
村
図
）
を
郡
単
位
に
編
集

し
て
絵
図
面
二
分
一
町
、す
な
わ
ち
縮
尺
一
万
八
〇
〇
〇
分
の
一
の「
郡

図
」、
さ
ら
に
絵
図
面
二
寸
一
里
（
但
し
一
里
五
十
町
）
の
縮
尺
九
万

分
の
一
で
描
か
れ
た
「
国
図
」
を
作
製
し
て
い
る
。「
阿
波
国
図
」
に

つ
い
て
は
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）、「
淡
路
分
間
御
国
図
」
に
つ
い

て
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
年
紀
の
あ
る
国
図
が
、「
と
く
し
ま

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」（
徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
）
の
「
絵
図
・

地
図
」
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。
た
だ
し
、
稿
本
『
阿
淡
両
国
絵
図
面
』
で
は
「
阿
波
国
図
」
を
天

保
二
年（
一
八
三
一
）一
〇
月
、「
淡
路
国
図
」を
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）

一
一
月
の
完
成
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
金
沢
藩
や
鳥
取
藩
で
も
領

国
を
単
位
と
す
る
測
量
絵
図
が
作
製
さ
れ
て
い
る
が
、
村
図
→
郡
図
→

国
図
（
大
・
中
・
小
縮
尺
図
）
と
い
う
手
法
で
領
国
図
が
作
製
さ
れ
た

の
は
徳
島
藩
だ
け
で
あ
る
。

　

な
お
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
、
分
間
絵
図
を
ベ
ー
ス
と
し

て
「
八
厘
一
丁
」（
縮
尺
四
万
五
〇
〇
〇
分
の
一
）
に
よ
る
木
版
刷
り

の
「
阿
波
国
全
図
」「
淡
路
国
全
図
」
も
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

前
年
の
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
徳
島
藩
が
作
成
し
た
と
み
ら
れ

は
村
の
境
界
線
の
総
延
長
が
「
外
周　

二
里
二
十
七
町
六
間
」
な
ど
と

記
さ
れ
、
時
に
は
「
先せ

ん
ざ
ん山

直
立　

二
百
五
十
一
間
」
と
山
の
高
さ
ま
で

記
す
。
こ
う
し
た
数
値
は
、
彼
ら
が
行
っ
た
「
廻
り
検
地
」
と
呼
ば
れ

る
閉
合
ト
ラ
バ
ー
ス
測
量
結
果
か
ら
算
出
さ
れ
て
い
る
。
ス
ケ
ー
ル
は

異
な
る
も
の
の
、
伊
能
忠
敬
が
行
っ
た
測
量
で
も
基
本
的
に
は
同
じ
測

量
法
が
採
ら
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
測
量
時
に
村
の
境
界
線
上
に
立
て
た
印
杭
（
測
点
）
間

の
平
面
距
離
を
累
計
す
る
こ
と
で
村
の
「
外
周
」
総
延
長
を
計
測
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
印
杭
（
測
点
）
間
の
勾
配
ご
と
の
標
高
差
を
累
積
し

た
も
の
が
山
の
「
直
立
」
標
高
と
し
て
算
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
傾

斜
面
の
勾
配
（
傾
斜
角
度
）
の
計
測
に
は
象
限
儀
が
用
い
ら
れ
、
今
日

の
三
角
関
数
に
相
当
す
る
「
割か

つ
え
ん
は
っ
せ
ん
ひ
ょ
う

円
八
線
表
」
と
呼
ば
れ
る
数
表
に
よ
り

平
面
距
離
（
地
理
的
距
離
）
や
標
高
差
（
比
高
）
が
算
出
さ
れ
た
。

　

分
間
絵
図
に
記
さ
れ
た
「
外
周
」
距
離
を
現
在
の
地
図
上
で
の
計
測

値
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
誤
差
は
山
間
地
域
の
村
々
も
含
め
て
も
お
お

む
ね
数
％
以
内
に
収
ま
る
（
平
井
二
〇
一
四
ｂ
）。
当
時
、
こ
れ
だ
け

精
度
の
高
い
測
量
に
も
と
づ
い
て
作
製
さ
れ
た
絵
図
は
全
国
的
に
も
稀

で
あ
る
。
岡
崎
三
蔵
ら
が
分
間
絵
図
に
「
外
周
」
距
離
や
山
の
「
直
立
」

標
高
を
あ
え
て
記
載
し
た
の
も
、
測
量
技
術
に
対
す
る
自
信
の
表
れ
と

も
い
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
の
地
図
づ
く
り
を
担
う
国
土
地
理
院
に
お
い

て
、
都
市
部
や
平
地
部
を
中
心
に
縮
尺
二
五
〇
〇
分
の
一
国
土
基
本
図



『LINK』Vol.17　2025 年 12 月

140

る
。

三　
分
間
絵
図
を
用
い
た
研
究
の
動
向

　

分
間
絵
図
（
村
図
）
は
各
二
部
作
製
さ
れ
、
藩
主
蜂
須
賀
家
と
各
郡

代
役
所
に
提
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
控
図
や
写
図
も
含
め
て
今
日
確

認
で
き
る
分
間
絵
図
（
村
図
）
は
、
阿
波
国
が
約
五
八
〇
ヶ
村
中
約

七
〇
ヶ
村
、
淡
路
国
が
約
二
五
〇
ヶ
村
中
一
〇
〇
ヶ
村
ほ
ど
で
あ
る
。

同
様
に
写
図
も
含
め
る
と
、
郡
図
は
阿
波
国
が
三
好
郡
・
海
部
郡
を
除

く
八
郡
、
淡
路
国
に
つ
い
て
は
津
名
・
三
原
両
郡
分
が
確
認
で
き
る
。

『
徳
島
県
史　

第
四
巻
』
に
お
い
て
分
間
絵
図
が
紹
介
さ
れ
て
以
降
、

分
間
絵
図
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
分
間
絵
図
を

用
い
た
研
究
事
例
は
意
外
と
少
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
分
間
絵
図
を
用
い
た
地
域
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の

が
歴
史
地
理
学
研
究
者
の
羽
山
久
男
氏
で
、
氏
は
監
修
し
た
『
上か

み
か
つ勝
町

誌
』（
一
九
七
九
）
や
自
著
『
山
村
地
域
の
史
的
展
開
―
徳
島
県
勝
浦

郡
上
勝
町
―
』（
一
九
八
一
）
に
お
い
て
、
分
間
絵
図
や
新
田
検
地
帳

な
ど
に
も
と
づ
い
て
山
間
部
の
新
田
開
発
や
集
落
の
祭
祀
構
造
な
ど
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
氏
は
そ
の
後
も
精
力
的
に
阿
波
国
内
に
お
け
る

分
間
絵
図
の
所
在
調
査
や
分
析
を
進
め
、
土
地
開
発
や
条
里
景
観
、
塩

田
、
郷
町
、
河
川
空
間
な
ど
を
テ
ー
マ
に
次
々
と
成
果
を
あ
げ
、
大
著

『
徳
島
藩
分
間
絵
図
の
研
究
』（
二
〇
一
九
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

羽
山
氏
は
淡
路
の
分
間
村
絵
図
に
つ
い
て
も
所
在
調
査
を
進
め
、『
徳

島
藩
分
間
絵
図
の
研
究
』
で
は
、
淡
路
島
に
卓
越
す
る
溜
池
景
観
と
水

利
組
織
で
あ
る
田た

ず主
と
の
関
係
や
、
新
開
検
地
帳
・
検
地
絵
図
を
併
用

し
て
土
地
開
発
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
分
間
絵
図
を
も
と
に
国
府
推
定

地
や
屯
倉
神
社
跡
、
千
光
寺
、
棚
田
・
断
層
景
観
な
ど
に
つ
い
て
も
取

り
上
げ
て
い
る
。
今
年
（
二
〇
二
五
年
）
八
五
歳
と
な
る
羽
山
氏
の
絵

図
研
究
は
、
徹
底
し
た
所
在
調
査
と
絵
図
記
載
内
容
の
詳
細
な
分
析
に

あ
る
が
、
そ
う
し
た
成
果
を
支
え
て
い
る
の
は
、
撮
影
し
た
写
真
を
も

と
に
ロ
ッ
ト
リ
ン
グ
を
駆
使
し
て
自
ら
ト
レ
ー
ス
図
を
作
図
し
文
字
解

読
し
て
い
く
研
究
姿
勢
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
筆
者
（
二
〇
一
二
）
も
、
上
勝
町
「
樫
原
の
棚
田
」
の
重
要

文
化
的
景
観
の
指
定
（
二
〇
一
〇
年
）
に
あ
た
っ
て
、
文
化
一
〇
年

（
一
八
一
三
）
作
製
の
樫
原
村
分
間
絵
図
と
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

撮
影
の
航
空
写
真
と
の
比
較
か
ら
、
二
〇
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
棚

田
景
観
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
ず
、
ム
ラ
・
ノ
ラ
（
集
落
・
田
畠
）

―
サ
ト
ヤ
マ
（
里
山
・
入
会
地
）
―
ミ
ヤ
マ
（
深
山
・
奥
山
）
と
い
っ

た
日
本
山
村
に
特
徴
的
な
三
圏
構
造
（
空
間
構
造
）
が
当
該
地
域
に
も

み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
地
開
発
や
景
観
・
空
間
構
造
の
解
明
に
あ
た
っ
て

分
間
絵
図
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
「
鳴
門
の
渦
潮
」
調
査
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書『「
鳴
門
の
渦
潮
」と
淡
路
島
の
文
化
的
景
観
』

に
お
い
て
も
、
淡
路
国
府
の
所
在
地
比
定
や
、
近
世
村
落
な
ら
び
に
湊
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浦
の
文
化
的
景
観
の
考
察
な
ど
に
分
間
絵
図
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

藪
田
貫
氏
に
よ
る
報
告
「
淡
路
の
浦
と
「
名
所
図
絵
」・「
分
間
絵
図
」

―
由
良
・
江
井
浦
・
湊
浦
・
古
津
路
―
」（
八
七
～
九
五
頁
）
で
は
、

「
淡
路
四
草
」と
称
さ
れ
る
近
世
後
期
の
地
誌
書
類
や「
淡
路
名
所
図
絵
」

な
ど
と
相
互
補
完
す
る
形
で
分
間
絵
図
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
湊
・
浦

の
成
立
や
文
化
的
景
観
へ
の
新
た
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
法
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
分
間
絵
図
を
用
い
た
地
域
分
析
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
た
報
告
が
、
木
村
修
二
氏
の
「
分
間
絵
図
に
保
存
さ
れ
た
景
観

―
沼
島
浦
と
福
良
浦
―
」（
一
〇
二
～
一
一
四
頁
）
で
あ
る
。
沼
島

浦
に
つ
い
て
は
、
分
間
絵
図
に
お
け
る
島
の
集
落
や
土
地
利
用
、
植
生

表
現
、
岩
礁
や
海
岸
線
、
建
物
・
施
設
の
描
画
内
容
を
戦
前
絵
葉
書
や

古
写
真
な
ど
か
ら
比
較
検
証
す
る
と
と
も
に
、
福
良
浦
に
つ
い
て
も
同

様
な
視
点
・
手
法
で
、
徳
島
藩
の
御
屋
敷
や
渡
海
場
を
中
心
に
形
成
さ

れ
た
福
良
市
街
地
や
新
旧
街
道
、
土
地
利
用
・
家
屋
、
湾
内
島
嶼
部
の

地
形
や
景
観
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
江
戸
後
期
に
お

け
る
地
域
の
景
観
復
原
の
み
な
ら
ず
、
後
年
の
資
料
と
比
較
検
証
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
変
化
を
詳
細
に
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

事
例
報
告
で
も
あ
る
。

　

こ
の
他
に
、
一
ノ
瀬
友
博
・
伊
藤
休
一
（
二
〇
〇
七
）
は
、
嘉
永

二
年
（
一
八
四
九
）
作
製
の
津
名
郡
図
・
三
原
郡
図
に
お
い
て
茶

色
（
凡
例
で
は
黄
色
）
で
着
色
さ
れ
た
林
野
の
範
囲
を
昭
和
五
七
年

（
一
九
八
二
）
の
現
生
植
生
図
と
比
較
し
た
結
果
、
林
野
面
積
の
総
量

に
大
き
な
差
異
が
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
作
製
さ
れ
た
徳
島
藩
の
実
測
分

間
絵
図
は
「
一
般
図
」
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
そ
の
精
度
も
極
め
て

高
い
。
同
時
期
に
領
国
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
絵
図
資
料
は
他
に
は
な
く
、

後
年
の
地
形
図
や
空
中
写
真
な
ど
と
の
比
較
分
析
な
ど
も
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
地
域
史
研
究
を
進
め
る
上
で
有
用
な
資
料
と
い
え
る
。
た

だ
し
、
一
部
に
法
量
が
縦
横
数
㍍
に
も
及
ぶ
大
型
絵
図
や
近
世
社
会
特

有
の
表
記
が
み
ら
れ
る
絵
図
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
に
あ
た
っ

て
は
制
約
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
理

解
の
上
で
、
今
後
の
淡
路
研
究
に
お
い
て
分
間
絵
図
が
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
鳴
門
の
渦
潮
」
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
あ

た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
藪
田
先
生
、
坂
江
先
生
は
じ
め
、
関
係
機
関
・

関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主
な
参
考
文
献
お
よ
び
関
連
サ
イ
ト

一
ノ
瀬
友
博
・
伊
藤
休
一　

二
〇
〇
七　
「
淡
路
島
に
お
け
る
江
戸
時
代
後
期
の

林
野
の
分
布
と
昭
和
時
代
の
比
較
」
農
村
計
画
学
会
誌
二
九
巻
特
集
号
、

二
〇
〇
七
年
、
二
〇
三
～
二
〇
八
頁
。

「
鳴
門
の
渦
潮
」
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
編
集
・
発
行　

二
〇
二
五

『「
鳴
門
の
渦
潮
」
と
淡
路
島
の
文
化
的
景
観
』。

羽
山
久
男　

一
九
八
一　
『
山
村
地
域
の
史
的
展
開
―
徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町



『LINK』Vol.17　2025 年 12 月

142

―
』
私
家
版
。

羽
山
久
男　

二
〇
一
九　
『
徳
島
藩
分
間
絵
図
の
研
究
』
古
今
書
院
。

平
井
松
午　

二
〇
一
二　
「
棚
田
の
景
観
を
歴
史
地
理
的
に
考
え
る
―
近
世
実
測

図
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
文
化
的
景
観
調
査
―
」日
本
の
原
風
景
・
棚
田（
棚

田
学
会
誌
）
一
三
、四
七
～
五
六
頁
。

平
井
松
午　

二
〇
一
四　
ａ
「
徳
島
藩
の
測
量
事
業
と
実
測
分
間
絵
図
」・
ｂ
「
実

測
分
間
絵
図
の
精
度
に
関
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
検
証
」（
平
井
松
午
ほ
か
編
『
近
世

測
量
絵
図
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
分
析
』古
今
書
院
）七
七
～
九
八
頁
・
九
九
～
一
一
一
頁
。

平
井
松
午　

二
〇
二
五　
「
淡
路
国
分
間
絵
図
」
解
題 

附 

「
淡
路
国
分
間
絵
図
」

所
在
マ
ッ
プ
・
一
覧
表
（「
鳴
門
の
渦
潮
」
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
編
『「
鳴
門
の
渦
潮
」
と
淡
路
島
の
文
化
的
景
観
』）
一
二
九
～

一
三
七
頁
。

徳
島
大
学
附
属
図
書
館
Ｈ
Ｐ
「
貴
重
資
料
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
近

世
古
地
図
・
絵
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
／
徳
島
」https://w

w
w

.lib.
tokushim

a-u.ac.jp/~archive/

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
／
と
く
し
ま
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
絵
図
・
地
図
」

https://adeac.jp/tokushim
abunkanom

ori/top/


